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 ロボットの研究者がなぜ赤ちゃんを研究するのか．

このことに訝しく感じられる方も多いであろう．し

かし，ロボットの研究者から見ると，赤ちゃんは学

習の専門家のように見えるのである．赤ちゃんは，

生まれてから周囲の人やものと相互作用しながら基

本的な認知機能を獲得し，そして社会的な知識や概

念を身につけて行く．一方で，ここまで適応的に学

習能力を高めることができるロボットは未だ出現し

ていない．なぜ赤ちゃんにはそれが可能なのか．そ

れを可能としているメカニズムとはいったい何なの

だろう．社会的な認知能力の発達のためには，赤ち

ゃんと養育者との密接なコミュニケーションが重要

な役割を果たしていることは言うまでもないことで

ある．私たちの対人共創グループでは，この赤ちゃ

んと養育者の間の相互作用をモデル化し，さらに，

想定する基本能力を持たせたロボットを赤ちゃんに

見立てて相互作用の実験を行うことを通して，社会

的認知能力の発達メカニズムの解明を目指している． 

 原初的なコミュニケーションにおいて，重要と

なるのは養育者との相互作用でやりとりされる情報

の中から重要となる情報を抽出することである．あ

るいは，逆に，養育者は赤ちゃんがよく反応を示す

ような行動を自然と取っているとも考えられる．昔

から親が赤ちゃんに対して行ってきた遊びにはその

ような要素が多く含まれていると考えられる．そこ

で，我々は原初的なコミュニケーションの一つとし

て「いないいないばぁ」をとりあげ，親のいないい

ないばぁを喜ぶ認知モデルの構成を試みた． 

乳児は生後４ヶ月までには，養育者が与える規則

性のある行動に敏感になる．同時期に乳児は自分の

母親のタイミングや相互作用における相対的な随伴

性への調律を発達させ始め，またこの調律を乳児自

身に向けられる行動が母親と一致している見知らぬ

女性へも般化させる傾向があることが示唆されてい

る．そして，乳児が対面的やりとりにおいて相互交

換をするようになった時から，社会的パートナーに

関する予測を発達させる．以上から，乳児はコミュ

ニケーションを行う際に，養育者のタイミングに同

調し，それを用いて記憶したことを予測するように

なると考えられる． 

脳科学では，外界の予測のためにドーパミンニュ

ーロンが重要な役割を果たしていると考えられてい

る．大脳基底核にあるドーパミンニューロンは報酬

を受けると発火する．そして，報酬が受けられる状

況を学習すると，その一連の出来事の開始を認識し

た際に発火し，報酬の予測がはずれて報酬が受けら

れないと活動が抑制される．また，記憶に関して，

人間の脳にある海馬は扁桃体から大きな情動刺激を

受けると，その刺激の前後の出来事を鮮明に記憶す

ることが知られている．これらの知見から,ロボット

が情動に基づいて養育者の行動を記憶し，その記憶

の報酬に基づいて養育者の行動の予測を行うモデル

を構成した． 
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